
①　以下の文章を読みながら「さ・し・す・せ・そ」に ○（まる）をつけてください。


「てんはひとのうえにひとをつくらずひとのしたにひとをつくら
ず」といえり。さればてんよりひとをしょうずるには、ばんにんは
ばんにんみなおなじくらいにして、うまれながらきせんじょうげの
さべつなく、ばんぶつのれいたるみとこころとのはたらきをもって
てんちのあいだにあるよろずのものをしり、もっていしょくじゅう
のようをたっし、じゆうじざい、たがいにひとのさまたげをなさず
しておのおのあんらくにこのよをわたらしめたまうのしゅいなり。
されどもいま、ひろくこのにんげんせかいをみわたすに、かしこき
ひとあり、おろかなるひとあり、まずしきもあり、とめるもあり、
きじんもあり、げにんもありて、そのありさまくもとどろとのそう
いあるににたるはなんぞや。そのしだいはなはだあきらかなり。
『じつごきょう』に、「ひとまなばざればちなし、ちなきものはぐ
じんなり」とあり。さればけんじんとぐじんとのべつはまなぶとま
なばざるとによりてできるものなり。 

②　各仮名の個数を数えて、数を書いてください。


さ　　　し　　　す　　　せ　　　そ


③　何について書かれた文章でしたか？口頭で教えてください。
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